
（様式１）

令 和 ５ 年 度 学 校 経 営 計 画

富山県立高岡商業高等学校

１ 教育目標（校訓）

一、健康で明朗、教養豊かな人となれ

一、誠実で他人とよく協調できる人となれ

一、勤労を愛し、責任を重んずる人となれ

教育方針

ア 質実剛健な校風を堅持し、逞しい気力と体力を培う。

イ 基礎的な知識を習得し、豊かな情操を育み、技術を錬磨する。

ウ 連帯感を育成するとともに、個性の伸張を図る。

エ 言動に責任を持ち、社会に信頼される人格を育てる。

２ 学校の特色

(1) 本校は、明治30年６月、高岡市立高岡簡易商業学校として創立され、令和４年に創
立125年を迎えた歴史と伝統ある、県西部唯一の単独商業高等学校である。

(2) 常に時代の進展に対応した商業教育の推進を目指し、また充実した教育施設・設備
と教職員の研究・努力によって、特色ある専門教育を実施している。

(3) 生徒と地域に元気（夢や希望）を与える学校づくりに主眼を置き、「人づくりの高
商」として、将来の社会を担う実践力を備えた人材育成を図っている。

３ 学校の現状と課題

「日本一の商業高校」「高商ブランドの確立」を目指し、学校経営方針の共通理解

を図るため、グランドデザインを策定した。学習と部活動の両立を図るとともに、

人間的成長を促し、生徒の能力・適性・進路の多様化に対応できる商業教育の推進

を図る。

「現状」
(1) 学習指導要領の改訂に伴い流通経済科・国際経済科・会計科・情報処理科をそれぞ

れ流通ビジネス科・国際ビジネス科・会計ビジネス科・情報ビジネス科へ改編し、

学科の目標、特色をより明確にした。確かな学力の定着を図りながら各科の特色を

生かした専門的な知識や技能を有する高いレベルの商業人の育成を目指している。

(2) 基礎学力の定着をもとに「共通教科・専門教科（商業）教育」、「部活動」、「多彩
な行事」等あらゆる機会を通して人格の完成を目指しながら、「地域を支え世界を

翔ける人材」として活躍できるよう、生徒一人一人の個性や適性に応じた進路実現

現を図っている。

(3) 「主体的・対話的な深い学び」に向けた授業改善、「ＩＣＴ活用」による先進的な
授業実践など、学びの質を高める取り組みを実践している。

(4) 部活動は全員部活動加入制を実施しており、心身の鍛錬をもとに技術を錬磨し、多
くの部活動が全国大会への出場や、全国大会での入賞を目指して日々の練習に真摯

に取り組んでいる。

「課題」
(1) 専門教科に対する理解を深め、全商検定 1級の取得者の増加を目指すとともに、卒

業までに全商検定 1級合格一人３種目以上を目指す。
(2) キャリア・パスポートの活用や様々な経験を積むことにより、自己理解を深め、一

人一人の自己実現を目指す目的意識を育てる。

(3) 複雑化している社会状況や多様化している進路希望へ対応できるようＩＣＴ機器を
利用した情報の収集と提供を適時適切に行い、個別指導の充実を図る。

(4) 他者との関わりや体験を通して、望ましい人間関係を構築する能力の向上や規範意
識の醸成、課題に挑戦する意欲、精神力を育む「人間教育」に取り組む。



［様式２］  

４ 学校教育計画     富山県立高岡商業高等学校（令和５年度）        （重点箇所：太字） 

項  目 目 標 ・ 方 針 、 及 び 計 画 
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 学習活動 

 重点①②  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標 

 

 

 

 

・社会に貢献できる力を育むため、基礎・基本を確実に身につけることを目

指す。自ら学ぼうとする姿勢や主体的に判断、行動して問題解決に結びつ

ける確かな学力を向上させる。 

・魅力ある商業教育を通して、ビジネス社会で必要な知識と技術を養い、地

域社会に求められる人づくりを目指す。 

計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① チャイム（ベル）着授業を徹底する。 

②基礎・基本の定着を重視した「わかる授業」を行う。そのために授業研究

や互見授業を中心とした校内研修の充実を図る。 

③学習に対する意識や取り組み状況、授業内容の理解度など、生徒の学習実

態を把握することにより、指導法の工夫、改善を進める。 

④１年次に基礎的な学力を定着させるための科目を配置し、２年次より小学

科の特性に応じた専門科目を重点的に配置して専門教育の充実を図る。 

⑤各教科科目が系統的、継続的、横断的に指導が図れるように配慮する。ま

た、多様化する進路希望に対応するため、選択科目を配置する。 

⑥各教科科目において年間指導計画を作成する。授業では１時間のねらいを

明確に提示し、目標達成のための指導法を工夫する。 

⑦魅力ある商業教育の実践を目指すとともに、小学科における重点科目の学

習理解度の向上と全国商業高等学校協会主催の資格取得に向けて徹底した

指導を行う。 

⑧コミュニケーション能力を高め望ましい人間関係を築き、自己の能力、適

性にあった職業観、勤労観を育成する。 

⑨産業界と連携した体験的学習を通して、創造的な能力と実践的な態度を育

成し、キャリア教育の充実を図る。 
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 学校生活 

 重点③  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標 

 

 

 

 

・「学習活動・部活動・社会交流等多彩な行事を通しての人づくり」をもと

に、身だしなみを整え、誠実で礼儀を尊ぶ精神を養い、あらゆる機会を通

して品格のある生徒の育成を図りながら、人格の完成をめざす。 

・生徒が健康に関心を持ち、また、主体的に自己の健康管理ができるように

人命の尊重、健康の重要性について機会を捉えて認識を深めさせる。 

計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 登下校指導や定期的に実施している頭髪服装検査等で、生徒一人一人に声

 かけを行い、挨拶や礼儀、気配り、所作等を身につけさせながら品格ある

生徒の育成を図る。 

② 集会や学級活動、定期的な交通指導を通して、自他の命の大切さを再確認

させ、日常生活を安全に送る基礎を身につけさせる。 

③学校生活のあらゆる機会を通して、人としての生き方や社会通念、良き人

間関係構築などの必要性を説き、規範意識等が身についた信頼される生徒

を育成する。 

④健康の保持増進に向けて、保護者・学校医・教職員との連絡を密にし、自

己管理ができるように機会を捉えて支援する。また、「保健だより」等を

発行して健康意識の啓発を推進する。 

⑤生徒の抱える問題を早期に把握し、学年との連携を密にしながら共通理解

を図り、支援が必要な生徒の対応を検討する。また、教育相談委員会等を

開催し、個々の生徒への支援方法等について、専門的立場から助言をいた

だく。 

⑥担任が面接等での「気づき」の参考になるような研修会を通して、不適応

生徒への対策に努めるとともに、専門諸機関との連携を図る。 

⑦美化活動を実施する等、環境美化及び環境美化に対する意識の向上に努め

る。 

 
 



 
 

項  目 目 標 ・ 方 針 、 及 び 計 画 

 

 ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 進路支援 

 重点④  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標 

 

・高校入学から卒業まで、生徒の発達の段階を考慮し３年間を見通した進路

指導計画を立案し、生徒の主体的な進路選択を支援する。 

計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①１年生は職業観の育成、２年生は個々の進路目標の具体化、３年生は個々

の進路目標の実現を目標に、３年間を見通した進路指導計画を立案する。

１・２年生については各行事について記録を残し、中学校からのキャリア

パスポートとの接続を図る。 

②生徒の主体的な進路選択の一助となるように、進路指導室前に過年度の大

学、専門学校の学校案内のパンフレットを自由に閲覧できるコーナーを設

ける。また生徒が興味をもちそうな学校･企業の資料を予め取り寄せてお

き、いつでも情報提供できるような環境を整える。 

③ここ２～３年、コロナ禍で就業体験や企業実習等の機会が制限されること

が多かったが、どのような状況下であっても確実に実施可能な、生徒の職

業観、勤労観を高めるための方策を考える。 

④在校生には「進路アンケート」を、卒業生には追跡調査を実施し、進路指

導の充実を図る。 

 

 ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 特別活動 

 重点⑤  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標 

 

 

 

・学校行事、部活動や地域の行事への積極的な参加を通して、豊かな情操や

感性と心身ともに健康を備えた生徒の育成を図る。 

・情操豊かな人間形成を目指し、意欲的な読書活動の推進を図り、校内にお

ける学習室としての生徒の自主的な学習等を支援する態勢を整える。 

計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 生徒会執行部や各種委員会の活動をバックアップし、達成感や自己肯定感

を持たせるとともに、学校行事・クラス運営・地域交流を円滑に行える

リーダーを育てる。更に、地域の行事に積極的に参加し、社会に参画する

力の育成を図るとともに本校の取り組みを発信する。 

② 部活動を人格形成の重要な柱と位置づけ、高い目標を掲げ、課題を追究し

ながら主体的に活動する部活動を実現するため、キャプテンを中心とした

各部部員による合同研修会等を企画し、生徒の自発的な活動を推進するこ

とにより競技力向上を図る。 

③ 図書館の蔵書の適切な更新を図るとともに、図書貸出・検索システムＣＡ

ＳＡの有効活用に努め、生徒がより利用しやすい図書館運営を目指す。 

④ ｢読書の時間｣が生徒の自主的な取り組みになるよう、授業やホームルーム

での読書指導を徹底する。 

⑤ 生徒図書委員会の活動を活発にし、図書館情報「らいぶらりぃ」の発行、

教養講座の開催、生徒による店頭購入など、図書館行事の充実を図る。 

 

 ５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その他 

（総務） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標 

 

 

・ＰＴＡ活動の発展と充実に努め、自主的・積極的な参加を推進する。 

・同窓会及び地域との連携・交流を推進し、学校教育の振興を図り、周囲か

ら信頼・親しまれる学校づくりに努める。 

計画 

 

 

 

 

 

 

 

① 保護者がＰＴＡ活動や学校行事等を通して積極的に参加できるように学

校と家庭との連携を図り、本校の教育活動に関する共通理解に努める。  

② 政財界をはじめ、各方面で活躍されている同窓会員等の人的資源の活用を

  図り、生徒に社会人として望ましいキャリア教育を推進する。 

③ 課題研究や模擬株式会社りゅうりゅう、ボランティア活動等を通して、地

域行事に積極的に参加する。 

④ 生徒の活動状況・学校行事（学年活動）等の教育情報を「安全・安心メー

ル」を活用し、リアルタイムに発信するとともに、「龍骨」・「双龍」の

発行や本校のＨＰでも情報発信に努める。 

 



（様式３） 

 

 

５ 今年度の重点課題（学校アクションプラン）    富山県立高岡商業高等学校 （令和５年度） 

令和５年度 高岡商業高等学校アクションプラン －１－    

重点項目 学習活動１（教科指導） 

重点課題 「主体的・対話的で深い学び」に向けた授業実践と確かな学力の向上 

現  状 

生徒の興味関心や学習に対する意識、学力などが多様化しており、学習への取り組み

方や理解度、定着状況に差が表れている。一方では、社会が求める人物像や新しい学力

観に向け、生徒が主体的・対話的に学び、学習を深めるための授業改善が進められ、生

徒の興味関心を引き出し、学習意欲を高めた確かな学力を定着させることが必要であ

る。 

達成目標 

校内研修(研究授業､互見授業) 

授業を実施した回数 

授業を参観した回数 

（レポートの枚数） 

授業内容の理解度(興味関心の喚起)  

「学習ふりかえりシート」を活用し、
理解度を自覚させる等、意欲的な学習
活動につなげる。 

２．２回以上（内１回は AL 型授業） ８０％以上 

方  策 

・年２回の校内研修期間を設定し、可能な範囲（通年で全教職員対象）で「主体的・対
話的で深い学び」に向けた研究授業や互見授業を実施する。提出された研修レポート
は、教員間で共有し、授業改善に役立てる。 

・学習意欲を喚起させるため、年４回の定期考査前に教務通信「Study Navi」を生徒に
配布し、意欲的な学習計画を立案させる。 

・各学期末に「学習ふりかえり WEEK」を設定し、「学習ふりかえりシート」を用いて
学習に対する意識や理解度など、生徒自身が学習活動をふりかえる時間を確保する。
また、授業担当者が「授業評価アンケート」を作成し、わかる授業への工夫、改善を
考える機会とする。     

・「研修レポート」の内容や「学習ふりかえりシート」の分析結果について教科や学年
で話し合い、指導法の研究や生徒の学習意欲の向上など、双方の取組の改善を図る。 

（評価基準 A：達成できた B：ほぼ達成できた C：達成できなかった） 

 

 

令和５年度 高岡商業高等学校アクションプラン － ２ － 

重点項目 学習活動２（検定指導） 

重点課題 小学科における重点科目の学習理解度の向上と資格取得 

現  状 

商業科目の各専門分野に関する基礎的・基本的な知識、技術及び技能の定着を図るこ
とを指導目標としている。小学科ごとに重点科目を設け、学習理解の到達度を確認する
とともに、全国商業高等学校協会主催の資格取得目標を掲げることにより、学習理解到
達度の向上や資格取得者数の増加を図っている。 

達成目標 

１・２年生は小学科の基礎科目、重点科目の授業内容の

理解度 

流通ビジネス科：ビジネス基礎・マーケティング 

国際ビジネス科：簿記・ビジネスマネジメント 

会計ビジネス科：簿記・財務会計Ⅰ 

情報ビジネス科：情報処理・ソフトウェア活用 

３年生は３年間を通して全

商主催検定１級の３種目以

上取得達成者数 

９０％以上 ８０人以上 

方  策 

・生徒に各学科の教育目標、重点科目、取得資格目標検定について説明を行い、生徒の 
 学習意欲を引き出す指導方法を工夫する。 
・生徒の資格取得状況より、資格取得実現に向けての具体的方策や改善点について協議
する。 

・教員が各学科の取得目標とする検定の学習内容の研究を深め、教員間でより効果的な
指導方法について意見交換を行う。 

（評価基準 A：達成できた B：ほぼ達成できた C：達成できなかった） 



（様式３） 

 

 

 

令和５年度 高岡商業高等学校アクションプラン － ３ － 

重点項目 学校生活（生徒指導） 

重点課題 基本的生活習慣の確立と規範意識の向上 

現  状 

生活環境が多様化している中、あいさつや時間厳守・頭髪や服装等の自律に乏しい

生徒が見受けられる。また、通学で自転車を利用している生徒が多く、昨年度、登校

時に数件の交通事故報告（自損含）があった。また、スマートフォンの所有率がほぼ

100％に近いなか、SNS を通じた友人とトラブルになったり、使用時間が長くなった

りする生徒が見受けられる。                                           

達成目標 
遅刻が０の日 

年間を通じて１２０日以上 

方  策 

・ビジネスマナー、規範意識等を身につけた信頼される生徒の育成を図る。 

・遅刻や頭髪再検査を繰り返す生徒を早期に把握し、本人との面接や保護者と連携を

図り、生活習慣の改善を促す指導を行う。 

・他者を理解し、仲間を大切に、認めあい、学びあいながら生徒の育成を図る。 

・月例交通安全指導日を中心に積極的な交通安全活動を促す指導を行う。 

（評価基準 A：達成できた B：ほぼ達成できた C：達成できなかった） 

 

 

令和５年度 高岡商業高等学校アクションプラン － ４ － 

重点項目 進路支援（進路指導） 

重点課題 １年次から３年次まで３年間を見通した進路指導計画の立案 

現  状 

進路指導部では、進路希望調査や進路ガイダンスの実施、過年度生の資料をまとめた

『進路の研究』の作成・配布を行っている。またクラス担任は、新年度スタート時や次

年度の科目登録の前に個人面談を実施し、将来の進路について生徒に考える機会を設け

ている。しかし本校の生徒は自らの進路を意識する時期が遅く、３年生になる直前でよ

うやく真剣に進路選択を始める生徒が多い。それぞれが一過性のイベントで終わってい

ること、「進路選択」という全体の流れの中でのそれぞれの位置づけや役割が、生徒に

も教員にも明確になっていないことが一因であると考えられる。入学から卒業まで、３

年間を視野に入れたバランスのとれた進路指導計画が必要である。 

達成目標 

１・２年生   

学年･クラスで実施する進路学習の時間 

３年生  進路に対する満足度 

（就職内定企業・進学予定校） 

各学年  

７月３時間以上  ３月３時間以上 
３年生：９５％以上 

方  策 

・１年生では職業観の育成を目標に、２年生では個々の進路目標の具体化を目標に、７

月と３月の特別編成授業の期間を中心に進路学習の時間を計画する。実施の際には、

進路指導計画全体における当該行事の位置づけ・その後の見通しが、生徒にも教員に

も明確になるように工夫する。また中学校からのキャリアパスポートとの接続を図り

高校でのキャリアパスポートとして記録に残していく。 

・３年生は、個々の進路目標の達成が重要となるため、就職者、進学者、それぞれの希

望に合ったガイダンス・特別講座等を計画する。今年度は４年制大学進学希望者が多

いため、一人でも多くの生徒が希望を叶えられるよう、開催方法を工夫する。就職内

定先・進学予定校が決定した時点で、アンケート等により実態把握と意識調査を行う。 

（評価基準 A：達成できた B：ほぼ達成できた C：達成できなかった） 

 



（様式３） 

 

 

 

令和５年度 高岡商業高等学校アクションプラン －５－ 

重点項目 特別活動 

重点課題 部活動の充実と競技力の向上 

現  状 

本校では、部活動を人格形成に必要な３つの柱の１つとして位置づけ、各部が高い目

標に向かって課題を追求しながら自発的な活動を行っている。また、スポーツ庁のガイ

ドラインや県の方針を踏まえた部活動の在り方を検討し、合理的・効率的に工夫した練

習を行っている。部活動への参加意義を明確にし、その活動を行うことにより、成就感・

達成感を味わい、心の成長が感じられることを目指す。 

達成目標 

部活動を通して競技力の向上と豊かな心の成長を感じられる生徒の割合 

 ９０％以上 

方  策 

・部活動指導員・特別活動指導員及びテクニカルエキスパートや各部の OB 等から協力

を得ながら、いろいろな情報を活用し、技術指導・生活指導等を充実させる。 

・トレーニングハウスのトレーニング機器を有効に活用し、基礎体力の向上を図る。 

・スポーツ庁および県の方針に従いながら、県内外の強豪校と練習する機会を積極的に

設け、技能の向上を図るとともに意識の高揚に努める。 

・生徒が目標を持って学校生活に取り組めるよう、生徒会とともに特別活動の充実を図

る。 

（評価基準 A：達成できた B：ほぼ達成できた C：達成できなかった） 
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